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新
年
の

　
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の

　
ご
あ
い
さ
つ

理事長

橋 本 五 十 夫

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
令
和
三
年
の
初
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

対
し
ま
し
て
、
市
当
局
を
は
じ
め
関
係
機

関
や
各
事
業
所
、
市
民
の
皆
様
に
は
格
別

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
令
和
元
年
の
終
盤
か
ら
想
定
外

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

し
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
全
国
民
の
楽
し
み
で
あ

り
ま
し
た
が
、
誠
に
残
念
で
し
た
。
感
染

症
の
猛
威
は
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

　
安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て
は
「
事
故
」

ゼ
ロ
を
目
指
し
決
め
ら
れ
た
事
を
守
る
よ

う
に
声
掛
け
を
行
い
、
安
全
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
職
員
、
役
員
一
同
さ
ら
に
心
を

引
き
締
め
、
セ
ン
タ
ー
理
念
を
モ
ッ
ト
ー

に
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

感
染
予
防
の
た
め
に
、
①
三
密
を
避
け
る
、

②
マ
ス
ク
の
着
用
、
③
う
が
い
、
手
洗
い
、

④
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
励
行
等
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
と
共
に
伊
豆
の
国
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

状
況
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
期
も
迎
え
、
く
れ
ぐ
れ
も
体
調

維
持
に
充
分
お
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、

ご
健
勝
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
高
齢
者
に
と
っ
て
就
業
促

進
に
よ
り
、
社
会
参
加
を
通
じ
て
地
域
に

貢
献
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
期
待
、
役
割
は
益
々
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
コ
ロ
ナ

感
染
の
影
響
で
リ
ス
ク
の
高
い
就
業
の
見

合
わ
せ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
が
見

ら
れ
る
中
、
上
半
期
（
四
〜
九
月
）
は
会

員
数
五
三
〇
名
（
前
年
同
期
五
一
五
名
）、

派
遣
を
含
む
受
注
件
数
九
八
五
件
（
前
年

一
一
五
四
件
）、
売
上
高
一
三
五
、〇
八
八
、

九
八
八
円
（
前
年
一
六
一
、九
五
七
、六
四

六
円
）
と
減
少
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
本
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
福
祉
・
家
事
」
を
援
助
す
る
分
野
で
女

性
会
員
の
拡
大
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、

従
来
の
草
刈
り
、
剪
定
や
、
施
設
管
理
、

清
掃
の
外
、
今
後
は
農
作
業
、
空
き
家
管

理
に
も
重
点
を
置
き
就
業
機
会
の
確
保
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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伊豆の国市
市長

小 野 登 志 子

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
謹
ん
で
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
狩
野
川

堤
防
や
河
川
敷
の
清
掃
、
交
通
安
全
街
頭

広
報
へ
の
出
役
な
ど
地
域
に
根
付
い
た
積

極
的
な
活
動
に
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
は
、
未
だ
終
息
の
目
途
が
た
た
ず
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
も
計

り
知
れ
な
い
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

旅
館
業
、
飲
食
業
、
市
の
事
業
な
ど
、
自

粛
や
規
模
縮
小
に
よ
り
発
注
が
減
少
、
業

の
災
害
を
経
験
し
て
来
ら
れ
た
皆
様
の
お

力
添
え
が
必
要
で
す
。
心
を
一
つ
に
し
て
、

こ
の
難
局
を
共
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
少
子
高
齢
化
が
も
た
ら
す
労
働
人
口
の

減
少
が
深
刻
化
さ
れ
る
中
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
地
域
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
捉
え
、
目
ま
ぐ
る
し
い

社
会
変
化
に
対
応
す
る
取
り
組
み
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
事
業

の
掘
り
起
こ
し
や
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

活
か
し
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
な

ど
積
極
的
な
社
会
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
伊
豆
の
国
市
と
し
ま
し
て
も
、
誰
も
が

笑
顔
で
暮
ら
し
や
す
く
、
そ
し
て
心
温
ま

る
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
の
推

進
の
た
め
の
施
策
や
就
労
支
援
の
強
化
に

つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員

皆
々
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

務
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
消
毒
の
徹
底
、
発
注
先
と
の
会

話
に
も
留
意
し
、
精
神
面
で
の
負
担
も
大

き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
が
発
生
す
る
状

況
に
お
い
て
も
市
民
の
生
活
や
伊
豆
の
国

市
と
そ
の
関
係
諸
団
体
並
び
に
企
業
等
の

活
動
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
、
そ
の
一
翼
を
担
う
者

と
し
て
、
高
齢
者
が
中
心
と
な
る
団
体
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
で
き
る
限

り
業
務
を
継
続
す
る
た
め
に
、
感
染
防
止

対
策
の
徹
底
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
努
力
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
内
で
も
、
昨
年
十
月
末
、
感
染
者
の

確
認
が
相
次
ぎ
、
市
民
に
動
揺
が
走
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
時
期
が
続
き
ま
す
。

気
持
ち
を
引
き
締
め
、
３
密
の
回
避
や
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
な
ど
の
感
染
防
止

対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
局
面
が
続
き

ま
す
が
、一
日
も
早
く
「
安
心
な
〝
ま
ち
〞
」

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
経
済
不
況
や
数
々

新
年
の

　
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の

　
ご
あ
い
さ
つ



　
昨
年
四
月
よ
り

清
掃
セ
ン
タ
ー
や

資
源
循
環
セ
ン
タ

ー
（
農
土
香
）
な

ど
で
就
業
す
る
会
員
の
皆
様
が
市
役
所
の

指
揮
命
令
と
な
る
「
派
遣
会
員
」
に
な
り

ま
し
た
が
、
現
在
ス
タ
ッ
フ
不
足
と
な
っ

て
お
り
会
員
を
通
じ
た
入
会
活
動
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
委
員
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

上
半
期
後
半
か
ら
技
能
講
習
を
中
心
と
し

た
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
九
月
に
剪
定

（
修
善
寺
虹
の
郷
）
及
び
刈
払
機
（
修
善

寺
総
合
会
館
）
の
技
能
講
習
を
伊
豆
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
共
同
開
催
（
四

日
間
）
し
、
当
市
か
ら
は
十
八
名
の
皆
様

が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月

に
は
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
（
静
岡

県
自
動
車
学
校
沼
津
校
）
に
八
名
、
十
二

月
の
接
遇
・
マ
ナ
ー
講
習
会
（
韮
山
文
化

セ
ン
タ
ー
）
に
十
五
名
の
会
員
及
び
市
民

の
皆
様
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
に
つ

き
ま
し
て
は
、
二
月
に
介
護
ス
タ
ッ
フ
補

助
講
習
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
十
月
の
消

費
税
の
改
正
（
一

〇
％
）
に
伴
い
、

今
年
度
四
月
よ
り

一
般
の
事
務
手
数
料
を
一
〇
％
に
引
き
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
静
岡
県

の
最
低
賃
金
は
昨
年
十
月
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
八
八
五
円
が
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

請
負
・
委
任
に
つ
い
て
は
最
低
賃
金
法
の

－     －４

就
業
開
拓（
開
発
）委
員
会

委
員
長
　
黒
津
　
善
三

適
正
就
業
委
員
会委

員
長
　
小
澤
　
貞
彦

適
用
が
無
い
中
、
ほ
と
ん
ど
が
最
低
賃
金

を
下
回
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
業
単
価
の
見
直
し
検
討
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
十

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
消
費
税
の
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
）

の
導
入
対
応
と
合
わ
せ
、
次
年
度
以
降
に

行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
年
号
の
年
頭

に
あ
た
り
、
各
委

員
会
、
ま
た
、
会

員
の
皆
様
の
御
協

力
を
頂
き
、
第
四
十
七
号
の
会
報
を
発
行

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
普
及
啓
発
活
動
は
、
色
々
コ
ロ

ナ
の
為
に
思
う
様
な
活
動
が
出
来
ず
、
普

及
促
進
月
間
で
あ
る
十
月
の
、
ふ
れ
あ
い

広
場
で
の
活
動
も
中
止
に
な
り
、
堤
防
の

委
員
会
報
告

ゴ
ミ
拾
い
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
影
響

が
出
て
し
ま
い
、
残
念
な
結
果
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
ま
だ
ま
だ

終
息
し
な
い
中
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
現
状
の
普
及
啓
発
以
外
に
も
何
か
方
法

を
考
え
、
奉
仕
活
動
や
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
事
故
傾
向
が
数

年
前
と
比
べ
て
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
草
刈
り
の

飛
び
石
で
車
を
キ
ズ
付
け
た
り
、
家
屋
の

壁
を
キ
ズ
付
け
た
り
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
平
成
三
十
年
、
令
和
元
年
で
は
車
両

事
故
が
多
発
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
三
十

年
度
は
九
件
中
七
件
、
令
和
元
年
度
は
十

件
中
六
件
が
車
両
事
故
で
し
た
。
そ
の
対

策
と
し
て
令
和
二
年
七
月
か
ら
「
緊
急
車

両
事
故
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
行
動
と
し
て
「
定

期
的
な
注
意
喚
起
」、
月
一
回
理
事
長
・

局
長
が
出
向
き
朝
礼
で
呼
び
掛
け
を
行
う
、

「
運
転
者
╱
同
乗
者
の
安
全
確
認
呼
称
」、

声
を
出
す
こ
と
で
意
識
の
呼
び
起
こ
し
を

す
る
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
怠
る
な

取
り
組
む
前
の
安
全
確
認
」

安
全
就
業
推
進
標
語  

佐
藤
善
作
氏
（
大
仁
地
区
）



　
昨
年
四
月
よ
り

清
掃
セ
ン
タ
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資
源
循
環
セ
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タ
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（
農
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な

ど
で
就
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す
る
会
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の
皆
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が
市
役
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指
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命
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な
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現
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。
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施
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催
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転
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（
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岡
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文
化

セ
ン
タ
ー
）
に
十
五
名
の
会
員
及
び
市
民

の
皆
様
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
に
つ

き
ま
し
て
は
、
二
月
に
介
護
ス
タ
ッ
フ
補

助
講
習
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
十
月
の
消

費
税
の
改
正
（
一

〇
％
）
に
伴
い
、

今
年
度
四
月
よ
り

一
般
の
事
務
手
数
料
を
一
〇
％
に
引
き
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
静
岡
県

の
最
低
賃
金
は
昨
年
十
月
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
八
八
五
円
が
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

請
負
・
委
任
に
つ
い
て
は
最
低
賃
金
法
の

普
及
啓
発
推
進
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
　
勝
子

適
用
が
無
い
中
、
ほ
と
ん
ど
が
最
低
賃
金

を
下
回
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
業
単
価
の
見
直
し
検
討
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
五
年
十

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
消
費
税
の
適
格

請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
）

の
導
入
対
応
と
合
わ
せ
、
次
年
度
以
降
に

行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
年
号
の
年
頭

に
あ
た
り
、
各
委

員
会
、
ま
た
、
会

員
の
皆
様
の
御
協

力
を
頂
き
、
第
四
十
七
号
の
会
報
を
発
行

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
普
及
啓
発
活
動
は
、
色
々
コ
ロ

ナ
の
為
に
思
う
様
な
活
動
が
出
来
ず
、
普

及
促
進
月
間
で
あ
る
十
月
の
、
ふ
れ
あ
い

広
場
で
の
活
動
も
中
止
に
な
り
、
堤
防
の

－     －５

安
全
就
業
委
員
会委

員
長
　
小
池
　
成
治

ゴ
ミ
拾
い
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
影
響

が
出
て
し
ま
い
、
残
念
な
結
果
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
ま
だ
ま
だ

終
息
し
な
い
中
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

は
現
状
の
普
及
啓
発
以
外
に
も
何
か
方
法

を
考
え
、
奉
仕
活
動
や
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
事
故
傾
向
が
数

年
前
と
比
べ
て
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
草
刈
り
の

飛
び
石
で
車
を
キ
ズ
付
け
た
り
、
家
屋
の

壁
を
キ
ズ
付
け
た
り
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
平
成
三
十
年
、
令
和
元
年
で
は
車
両

事
故
が
多
発
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
三
十

年
度
は
九
件
中
七
件
、
令
和
元
年
度
は
十

件
中
六
件
が
車
両
事
故
で
し
た
。
そ
の
対

策
と
し
て
令
和
二
年
七
月
か
ら
「
緊
急
車

両
事
故
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
行
動
と
し
て
「
定

期
的
な
注
意
喚
起
」、
月
一
回
理
事
長
・

局
長
が
出
向
き
朝
礼
で
呼
び
掛
け
を
行
う
、

「
運
転
者
╱
同
乗
者
の
安
全
確
認
呼
称
」、

声
を
出
す
こ
と
で
意
識
の
呼
び
起
こ
し
を

す
る
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

会員の皆様の

作業風景
「
日
々
初
心

小
さ
な
気
配
り 

事
故
防
ぐ
」

安
全
就
業
推
進
標
語  

室
伏
富
晴
氏（
韮
山
地
区
）



－     －６

ま
す
。

　
人
は
誰
し
も
体
力
気
力
に
限
界
が
あ
り
、

老
い
て
い
き
ま
す
。
毎
日
の
時
間
を
大
切

に
し
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
事
を
実
行

で
す
。
何
も
し
な
か
っ
た
ら
ゼ
ロ
で
す
。

残
さ
れ
た
人
生
、
日
々
新
た
に
で
す
。

　
仕
事
を
離
れ
て

数
年
。
第
二
の
人

生
を
趣
味
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
を
通

じ
て
、
幅
広
く
人
と
の
出
会
い
が
あ
れ
ば

と
思
い
、
シ
ル
バ
ー
会
員
に
登
録
致
し
ま

し
た
。
外
に
出
る
事
が
消
極
的
に
な
り
始

め
、
人
と
の
出
会
い
や
、
脳
と
体
力
の
老

化
も
心
配
。
何
事
に
も
自
分
か
ら
積
極
的

に
行
動
す
る
事
に
。

　
数
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、
職
場
の
方
達
と
出
会
い
、

仲
間
に
も
支
え
て
頂
き
な
が
ら
、
現
在
に

至
っ
て
居
り
ま
す
。
仕
事
は
短
時
間
で
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
世

話
に
な
り
五
年
経

過
。
主
な
仕
事
は

草
刈
り
で
す
。
会
員
仲
間
と
公
園
市
有
地

を
綺
麗
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
最
初
、

夏
の
暑
さ
で
大
変
で
し
た
が
慣
れ
ま
し
た
。

定
年
後
の
自
由
時
、
野
菜
作
り
す
る
も
鳥

獣
被
害
、
草
取
り
の
毎
日
。
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
説
明
会
に
参
加
、
今

日
に
至
り
ま
す
。
安
全
作
業
の
為
、
草
刈

り
と
伐
採
チ
ェ
ン
ソ
ー
作
業
資
格
を
取
得
。

先
日
剪
定
講
習
に
参
加
、
大
変
勉
強
に
な

り
、
機
会
あ
れ
ば
ま
た
参
加
を
考
え
て
い

日
々
新
た
に

大
仁
地
区
　
菊
地
　
好
一

仲
間
と
の
出
会
い

韮
山
地
区
　
仲
田
　
道
子

が
、
若
い
人
達
と
一
緒
に
仕
事
が
出
来
る

事
、
ま
た
シ
ル
バ
ー
同
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
て
い
る
の
で
、
今
は
と

て
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
居
り
ま

す
。

　
定
年
退
職
後
、

し
ば
ら
く
の
ん
び

り
し
て
い
た
時
期

も
あ
り
、
何
か
社

会
に
か
か
わ
り
た
い
と
思
い
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
ま
も
な
く
、
反
射
炉
の
受
付
業
務

の
仕
事
に
携
わ
る
事
に
な
り
、
初
め
て
の

仕
事
で
覚
え
る
の
に
必
死
で
し
た
。
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
今
ま
で
来
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
感
謝
で
す
。
今
、
大
変
な
時
期

で
す
が
早
く
良
い
世
の
中
に
戻
っ
て
く
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
お
客
様
に
出
合
い
、
笑
顔
で
明

る
く
接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会

員

の

声

★シリーズ★

シ
ル
バ
ー
と
の
出
合
い

長
岡
地
区
　
鈴
木
美
恵
子



令和２年度 会員数及び事業実績（上半期）
１　会員の登録状況（令和２年４月１日～令和２年９月30日）　　　　　　（単位：人）

２　年齢階層・性別人員

　　  　　　　　　　　　（単位：人）

４　公共民間事業実績（令和２年４月１日～令和２年９月30日）

【請負・委任】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

前年度末
会員数

当年度
入会員数

当月度
退会員数

当年度
会員数

就業実人員 就業率

男

女

計

３　受託件数と履行期間別件数（単位：件）
公共・民間別実績件数　 履行期間別受注件数

男

女

計

合　計 427

519

623

1

1,570

681

46

59

22

154

962

公 共 事 業

　  一般企業

　  個人・家庭

　  独自事業

  合　　計

 11 86 256 353

 13 47 117 177

 24 133 373 530

 363 19 29 353 230 65.2％

182 13 19 177 135 76.3％

545 32 47 530 365 68.9％

 45,598,905 4,104,907 2,426,055 52,129,867

 32,979,923 1,131,681 3,265,254 37,376,858

 11,469,431 2,356,602 1,150,813 14,976,846

 249,779 208,455 24,646 482,880

 90,298,038 7,801,645 6,866,768 104,966,451

 131,023,658 10,128,116 10,556,465 151,708,239

【派　　　遣】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

 23,929,106 6,193,431 30,122,537

 8,052,446 2,196,961 10,249,407

区　　　分 配　分　金 材 料 費 等 事　務　費 合　　　計

公　共　事　業

一 般 企 業 等

個 人 ・ 家 庭

独　自　事　業

合　　　　　計

前 年 度 同 期

区　　　分 賃　　　金 手 数 料 等 合　　　計

派　　　　　遣

前　年　同　期

－     －７

民
間
事
業

10日以上
1ヶ月未満
1ヶ月以上
3ヶ月未満
3ヶ月以上
6ヶ月未満

10日未満

6ヶ月以上

合　　計

64歳
以下

65～
69歳 

70歳
以上 
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こ
の
度
は
、
在

職
十
年
表
彰
を
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
入
会
さ
せ

て
頂
い
て
か
ら
あ

っ
と
い
う
間
に
十
年
が
経
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
最
初
に
紹
介
し
て
頂
い
た
ミ
カ

ン
取
り
の
仕
事
か
ら
始
ま
り
、
管
理
、
草

刈
り
、
そ
の
他
色
々
な
仕
事
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

仕
事
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
お
か
げ

で
、
事
故
や
ケ
ガ
な
ど
な
く
こ
れ
ま
で
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
入
会
し
て
こ
ら
れ
る
方
々

と
共
に
安
全
作
業
を
心
掛
け
、
仕
事
に
従

事
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
は
、
大
仁
清

掃
セ
ン
タ
ー
を
定

年
退
職
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
登
録
し
て
、

ま
た
大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
受
付
搬
入
の

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
仲

間
の
皆
さ
ん
に
助
け
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

仕
事
が
出
き
る
事
、
仲
間
に
恵
ま
れ
て
本

当
に
感
謝
で
一
杯
で
す
。
ゴ
ミ
の
搬
入
の

お
客
様
た
ち
に
、「
オ
バ
サ
ン
頑
張
っ
て

ネ
」
と
暖
か
い
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て

幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
す
。
ア
ッ
と
い
う
間

の
十
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

に
暖
か
い
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
会
し
て
早
十
年

　
　
　
　
　
長
岡
地
区
　
藤
森
　
孝
俊

永
年
在
籍
表
彰
を
い
た
だ
い
て

　
　
　
　
　
大
仁
地
区
　
清
水
す
み
子

【
韮
山
地
区
】　
五
名

　
　
　
　
仁
科
　
洋
子
　
　
高
𣘺
サ
ヨ
子

　
　
　
　
細
田
み
や
子
　
　
落
合
　
敬
子

　
　
　
　
小
澤
功
明

【
長
岡
地
区
】　
六
名

　
　
　
　
山
口
奈
々
子
　
　
二
村
　
高
照

　
　
　
　
加
藤
　
孝
市
　
　
高
橋
　
孝
雄

　
　
　
　
小
澤
　
貞
彦
　
　
藤
森
　
孝
俊

【
大
仁
地
区
】　
八
名

　
　
　
　
清
水
す
み
子
　
　
三
枝
　
芳
治

　
　
　
　
堀
江
　
晴
夫
　
　
堀
　
　
暉
子

　
　
　
　
小
野
　
　
薫
　
　
渡
邊
　
一
三

　
　
　
　
髙
橋
　
　
進
　
　
村
山
　
東
充

　
　
　
　
　
　
計
　
十
九
名
（
敬
称
略
）

永
年
在
籍
者
表
彰

永
年
在
籍
者
表
彰

会
員
と
し
て
十
年
在
籍
し
、

セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
し
た
方

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
規
約
改
正

特
定
業
務
で
就
業
す
る
会
員
の
五
年
間
ル

ー
ル
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
役
所
な
ど
か
ら
の
施
設
管
理
業
務
を

中
心
に
指
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
特
定
業

務
」
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
業
務
に
従
事

す
る
期
間
は
、
通
算
し
て
５
年
を
超
え
る

こ
と
で
き
な
い
と
し
て
い
ま
し
た
。
全
国

的
に
会
員
減
少
が
見
ら
れ
る
中
、
次
の
希

望
職
種
に
つ
け
な
い
こ
と
に
よ
る
会
員
脱

会
や
交
代
会
員
の
中
途
脱
退
等
も
見
ら
れ
、

ま
た
、
特
定
業
務
と
い
っ
た
一
部
の
会
員

み
を
対
象
と
す
る
こ
と
の
公
平
性
な
ど
が

理
事
会
で
検
討
さ
れ
、
特
定
業
務
で
就
業

す
る
会
員
の
就
業
期
間
の
条
文
（
第
５
条
）

を
削
除
い
た
し
ま
し
た
。

■
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
動
画

Ｋ（
危
険
）Ｙ（
予
測
）Ｔ（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
の
開
催

▼
日
時
　
令
和
３
年
１
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
①
午
前 

10
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
②
午
後 

13
時
30
分
〜
15
時

▼
会
場
　
伊
豆
の
国
市
役
所
　
あ
や
め
会

　
　
　
　
館
　
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象
者
　
日
頃
、自
動
車
を
運
転
す
る
方

　
　
　
　
概
ね
65
歳
以
上

▼
定
員
　
午
前
・
午
後
　
各
10
名
ず
つ
　

　
　
　
　
合
計
20
名

▼
そ
の
他
　
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

　
　
　
　
願
い
し
ま
す
。

■
会
員
新
年
会
の
中
止

　
例
年
１
月
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

「
会
員
新
年
会
」
に
つ
き
ま
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を

踏
ま
え
、
今
年
度
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

〈
参
考
〉

伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
就
業
規
約
（
改
正
前
条
文
）

特
定
業
務
で
就
業
す
る
会
員
の
就
業
期
間

第
５
条

セ
ン
タ
ー
が
受
注
し
た
業
務
の
う
ち
、

同
一
の
業
務
内
容
か
つ
同
一
の
就
業
場

所
で
、
年
間
を
通
し
て
会
員
の
就
業
が

必
要
な
業
務
（
理
事
長
が
指
定
し
た
業

務
に
限
る
。
以
下
「
特
定
の
業
務
」
と

い
う
。）
で
就
業
す
る
会
員
の
就
業
期

間
は
、
発
注
者
と
の
受
注
契
約
に
基
づ

く
１
年
以
内
の
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

受
注
契
約
が
次
年
度
も
継
続
さ
れ
る
見

込
み
の
あ
る
と
き
で
、
か
つ
、
当
該
会

員
の
就
業
が
適
正
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
就
業
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
当
該
業
務

の
遂
行
上
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
通
算
し
て
５
年
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

「
確
認
よ
し 

準
備
よ
し
　

今
日
も
笑
顔
で
安
全
就
業
」

安
全
就
業
推
進
標
語  

榎
本
昭
雄
氏
（
韮
山
地
区
）



－     －10

編
　
集
　
後
　
記

　
令
和
三
年
に
入
り
、第
四
十
七
号
「
新

年
号
」発
刊
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー

会
員
の
皆
様
と
共
に
、
健
康
で
、
い
き

い
き
と
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
委

員
一
同
魅
力
的
な
会
報
づ
く
り
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　（
杉
山
）

●収入が年金と配分金の方。

　（65歳以上の方）　　年金収入　－  110 万円　＝　Ａ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 配 分 金　－ 　55 万円　＝　Ｂ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 　 Ａ　 　＋　 　Ｂ　　＝　Ｃ

　（65歳未満の方）　　年金収入　－ 　60 万円　＝　Ａ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 配 分 金　－ 　55 万円　＝　Ｂ　（マイナスの場合は０）

　　　　　　　　　　 　 Ａ　 　＋　 　Ｂ　　＝　Ｃ

★Ｂが 20 万円を超える方、Cが 38 万円以上の方は住民税の申告又は確定申告が考えら

　れますので、市役所税務課（０５５－９４８－２９１８）にご相談ください。

★申告会場は、伊豆の国市役所大仁支所（二階）において、令和３年２月16日（火）～

　３月15日（月）の間に行われます。

「令和２年分のシルバー配分金の確定申告・住民税の申告について」

055 - 948 - 9526

●

会員の皆様の

作業風景

「
そ
の
作
業  

動
く
前
に

　
　
　
　
　
　
危
険
予
知
」

安
全
就
業
推
進
標
語  

杉
山
末
吉
氏
（
長
岡
地
区
）
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